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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
日本の社会教育や成人教育の研究領域でも、社会的課題を解決するために、教育と福祉
がどのように協同・連携するのかということが議論されつつある。これは欧米の教育研究
でも同様な課題が指摘されている。 
そもそもソーシャルワーカーの国際的な倫理綱領には、その活動を通して「社会変革」
を図ることが謳われている。しかしながら、福祉法人に雇用されるソーシャルワーカーは
制度の枠のなかで仕事を遂行しなければならない。 
本研究の目的は、参加としての学習を通して、ソーシャルワーカーが個人、組織、地域
社会がエンパワーを図ることにより、この「社会変革」をどのように進めていく可能性を
切り拓いていくのかということを明らかにすることにおかれる。 
第 1に、理論的な検討を踏まえ、かつアクションリサーチの手法により実践を行いつつ
分析を試みている。とりわけ、「人びと」への支援を通して、職員が、「人びと」や家族、
地域住民にどのような変化を促したのか、またどのように人びとの関係構造の変容を惹き
起こしたのか、その変化と要因を明らかにした点は、これまでの研究には見られない先駆
的な知見として評価できる。 
第 2に、ソーシャルワーカー個人の課題としてだけではなく、福祉組織の管理運営の問
題として取り上げている点も新しい視点といえよう。つまり、専門職は本来的には職務遂
行の自立性を持つはずであるが、福祉実践は制度・政策の枠組みが比較的強い領域である
ことに難しさの一つがある。この意味で、代表者や管理者の役割は大きいと言いうる。 
しかし、第 2に点の立場に立てば、理論的視点としては、「参加としての学習」論ではな
く、拡張的学習論もしくは組織的学習論などの成果を踏まえることがより適切ではなかっ
たか。また、先行研究の検討もやや冗長で、ときに齟齬がある部分も散見される。 
 こうした今後の課題はあるものの、社会福祉の実践領域の研究に成人教育研究の成果を
組み込もうとする本研究は、独創性を持つものとして評価すべきであろう。よって、本論
文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。 
 
